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黒内小学校通学区域変更（案）について 
１ 想定条件 
【対策】 

・対策(1)（徒歩圏）通学区域の変更    

 

対象区域 変更後通学区域 

①
行
政
区
割 

大原・原本町 御所ケ丘小学校 

さつき台・土塔新山 松ケ丘小学校 

土塔本町・中央四丁目・ひがし野一丁目・ひがし野四丁目 

守谷小学校 中央二丁目一部（レクセルプラザ守谷） 

北園一部（野田牛久線から北側） 

②
幹
線
道
路
区
割 

大原・原本町 御所ケ丘小学校 

さつき台 

松ケ丘小学校 土塔新山一部（都市軸道路から南側） 

中央四丁目一部（都市軸道路南側かつ国道 294 号線西側） 

ひがし野一丁目・ひがし野四丁目 

守谷小学校 
中央二丁目一部（レクセルプラザ守谷） 

土塔本町一部（都市軸道路南側かつ国道 294 号線東側） 

中央四丁目一部（都市軸道路南側かつ国道 294 号線東側） 

・対策(2) スクールバスによる学校変更（時限策） 
   A :松並青葉一丁目 
   B :松並青葉二丁目 
   C :松並青葉三・四丁目 
   D :松並青葉二丁目・三丁目 
   E :レーベン守谷 
   F :松並青葉三丁目・レーベン守谷 
   G :松並青葉四丁目・レーベン守谷 
   H :松並青葉一・二丁目（郷州小）、三・四丁目（御所ケ丘小） 
   I : 松並青葉一（レーベン守谷抜き）・二丁目（郷州）、三・四丁目（御所） 

【受入先候補】 
 ・対策(1) 守谷小学校、御所ケ丘小学校、松ケ丘小学校 
 ・対策(2) 郷州小学校、御所ケ丘小学校 

【移動対象学年】 
 ・新入生のみ : 第 1 学年児のきょうだいが在校している場合は移動しない想定 
 ・全学年 : 第 6 学年及びそのきょうだい児童は移動しない想定   
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【シミュレーション】  

対策（１） 対策（２） 受入校 

① 
行政区割 

A :松並青葉一丁目 郷州小 ・ 御所小 

B :松並青葉二丁目 郷州小 ・ 御所小 

C :松並青葉三・四丁目 郷州小 ・ 御所小 

D :松並青葉二丁目・三丁目 郷州小 ・ 御所小 

E :レーベン守谷 郷州小 ・ 御所小 

F :松並青葉三丁目・レーベン守谷 郷州小 ・ 御所小 

G :松並青葉四丁目・レーベン守谷 郷州小 ・ 御所小 

H :松並青葉一・二（郷州）、三・四（御所） 郷州小 及び 御所小 

I :松並青葉一・二（郷州）、三・四（御所） 
 ＊レーベン抜き 郷州小 及び 御所小 

② 
幹線道路 

区割 

A :松並青葉一丁目 郷州小 ・ 御所小 

B :松並青葉二丁目 郷州小 ・ 御所小 

C :松並青葉三・四丁目 郷州小 ・ 御所小 

D :松並青葉二丁目・三丁目 郷州小 ・ 御所小 

E :レーベン守谷 郷州小 ・ 御所小 

F :松並青葉三丁目・レーベン守谷 郷州小 ・ 御所小 

G :松並青葉四丁目・レーベン守谷 郷州小 ・ 御所小 

H :松並青葉一・二（郷州）、三・四（御所） 郷州小 及び 御所小 

I :松並青葉一・二（郷州）、三・四（御所） 
 ＊レーベン抜き 郷州小 及び 御所小 

実施しない 

A :松並青葉一丁目 郷州小 ・ 御所小 

B :松並青葉二丁目 郷州小 ・ 御所小 

C :松並青葉三・四丁目 郷州小 ・ 御所小 

D :松並青葉二丁目・三丁目 郷州小 ・ 御所小 

E :レーベン守谷 郷州小 ・ 御所小 

F :松並青葉三丁目・レーベン守谷 郷州小 ・ 御所小 

G :松並青葉四丁目・レーベン守谷 郷州小 ・ 御所小 

H :松並青葉一・二（郷州）、三・四（御所） 郷州小 及び 御所小 

I :松並青葉一・二（郷州）、三・四（御所） 
 ＊レーベン抜き 郷州小 及び 御所小 

  ※上記シミュレーションを移動対象学年別（新入生・全学年）に実施 
  ※H・I は、移動対象を全学年とすると困難となることから新入生でシミュレーション 
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２ シミュレーション結果 
（１）黒内小学校児童数推移 

対策（１）・①行政区割 ＋ 対策（２）  

【対象学年:新入生】 
 

 

 

 

 

 

 

 

【対象学年:全学年】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【黒内小学校児童数推移】新入生のみ変更、兄弟考慮
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対策（１）・②幹線道路区割 ＋ 対策（２）  

【対象学年:新入生】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象学年:全学年】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【黒内小学校児童数推移】新入生のみ変更、兄弟考慮　幹線道路
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守谷中学校生徒数・教室数推計 

【対象学年:新入生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象学年:全学年】 
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（２）郷州小学校 （受入は対策（２）のみ）／保有教室 24 教室・840 人規模 

【対象学年:新入生】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象学年:全学年】 
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愛宕中学校生徒数・教室数推計 

【対象学年・新入生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象学年:全学年】 
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（３）御所ケ丘小学校（受入は対策（１）＋（２））／保有教室 20 教室・700 人規模 
【対象学年:新入生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象学年:全学年】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ※御所ケ丘小学校は、対策(1)①、②とも対象区域及び対象児童数は同じ 

御所ケ丘小学校児童数推計　１年生のみ受入　れ　兄弟考慮

御所ケ丘小学校児童数推計　１年生から５年生　兄弟考慮　
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御所ケ丘中学校生徒数・教室数推計  

【対象学年:新入生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象学年:全学年】 
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（４）松ケ丘小学校（受入れは対策（１））／保有教室 22 教室・770 人規模 

対策（１）・①行政区割 

【対象学年:新入生】 
 
 
 
 

 
【対象学年:全学年】 

 
 
 
 
 

対策（１）・②幹線道路区割 

【対象学年:新入生】 
 
 
 
 

 
【対象学年:全学年】 

 

 

 

 

 

（５）守谷小学校（受入は対策（１））／保有教室 33 教室・1,155 人規模 

対策（１）・①行政区割 

【対象学年:新入生】 
 
 
 
 

松ケ丘小学校児童数・教室数推計　１年生のみ　

松ケ丘小学校児童数推計　１年生から５年生　兄弟考慮　

守谷小学校児童数推計　１年生のみ　



11 

 

【対象学年:全学年】 

 
 

 

 
 

対策（１）・②幹線道路区割 

【対象学年:新入生】 
 
 
 
 
 
 

【対象学年:全学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

守谷小学校児童数推計　１年生から５年生　兄弟考慮

守谷小学校児童数推計　１年生から５年生　兄弟考慮
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３ モデルケース 
（１）対策(1)②幹線道路区割 ＋ 対策(2)・C （松並青葉三・四丁目） 

  対象学年 対象地区全学年 
 

  該当校  対策(1)・②／守谷小学校・御所ケ丘小学校・松ケ丘小学校 
       対策(2)・C ／ 郷州小学校 

  通学経路（案） 対策(1)・②（幹線道路区割） 
  守谷小学校・松ケ丘小学校         御所ケ丘小学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  バスルート（案） 対策(2)・C （松並青葉三・四 → 郷州小学校）             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  移動結果 

 

 

 
  

  

黒線:バス経路 

青丸:乗降場所 
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  想定課題 
  【受入校対応】 

  ・徒歩圏（幹線道路区割）通学区域変更先となる学校については、通学路決定の際、
上記通学経路（案）を基に、保護者等と安全面を考慮して決定していく。 

  ・在校生が移動対象となるため、前年度中に該当地区児童と移動先校児童との交流
の場の設定など、児童の事前ケアが必要。 

  ・該当地区未就学児童に対しては、就学時健診や入学説明会等を通して、十分な学校
情報提供を実施する必要がある。 

  ・郷州小学校については、空調設備等の改修が必要となるほか、児童クラブ利用教室
の調整（場合により増築）が発生する。また、大型バス発着場所の確保が必要。 

・児童数が大幅に増加する場合、加配教員等の配置が望ましい。 

【児童クラブ】 
  ・原則は移動先校の児童クラブ入所となるため、バス移動となる郷州小学校への迎

えが困難な保護者が出る可能性あり。 
  ・黒内小学校児童の児童クラブ利用率は全学年で 33％であることを踏まえ、各校利

用者見込み数は以下のとおり。受入れは放課後未利用教室で対応可能。 

 
編入児童数（見込） 児童クラブ入所児童数（見込） 

R7 R8 R9 R10 R11 R7 R8 R9 R10 R11 
守谷小 66 82 75 83 88 23 28 26 28 30 
郷州小 100 126 141 134 133 34 43 48 45 45 
御所ケ丘小 3 8 7 6 5 2 3 3 3 2 
松ケ丘小 27 26 32 34 36 10 9 11 12 13 

【学校活動への影響】 
  ・早退等への対応 
  ・学校行事実施の際の保護者駐車場 

【スクールバス】 
  ・バス発着所の確保 
  ・通学中のバス同乗者の確保 

   ・バス経費（約 500～1,000 万円／台・年） 
   ・確保必要便数 

 R7 R8 R9 R10 R11 R14 
移動人数 100 126 141 134 133 172 

バス 大1・中2 大3 大3 大3 大3 大3・中1 
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（２）対策(1)・② 幹線道路区割 ＋ 対策(2)・H 又は I（松並青葉一～四丁目） 
  対象学年 対象地区新入生 
   

  該当校  対策(1)・②／守谷小学校・御所ケ丘小学校・松ケ丘小学校 
       対策(2)・H ／ 郷州小学校（松並青葉一・二）・御所ケ丘小学校（三・四） 
            I  ／ H からレーベン守谷を除外 

通学経路（案） 対策(1)・② → モデルケース（１）と同様 
 

  バスルート（案） 対策(2)・H 又は I → 御所ケ丘小はモデルケース（１）と同様 
  郷州小学校（H）           郷州小学校（I） 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御所ケ丘小（H・I） 
 
 
 
 
 
 
 
 

移動結果 
（H） 
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  （I） 
 
 
 
 
 
 
 
 
  想定課題 
  【黒内小学校規模】 
   ・対策②・H 案では、R12 年度に 500 人台、R13 年度に 400 人台と規模が急激に

減少し、施設規模から算出される適正規模以下となる。 
   ・対策②・I 案では、R13 年度に 600 人台、R14 年度に 500 人台と規模が急激に

減少し、施設規模から算出される適正規模以下となる。ただし、H 案よりは緩や
かな減少となる。 

【受入校対応】 
 ・徒歩圏通学区域変更先となる学校については、通学路決定の際、上記経路案を基に

保護者等と安全面を考慮して決定していく。 
 ・就学時健診や入学説明会等を通して、該当地区未就学児童に十分な学校情報提供を

実施する必要がある。 
 ・バス移動となる郷州小学校、御所ケ丘小学校については、空調設備等の改修が必要

となるほか、児童クラブ利用教室の調整（場合により増築）が発生する。また、大
型バス発着場所の確保が必要。 

・児童数が大幅に増加する場合、加配教員等の配置が望ましい。 

【児童クラブ】 
 ・原則は移動先校の児童クラブ入所となるため、バス移動となる郷州小学校、御所ケ

丘小学校への迎えが困難な保護者が出る可能性あり。 
 ・黒内小学校児童の児童クラブ利用率は全学年で 33％であることを踏まえた、各校

利用者見込み数は以下のとおり。H 案では、郷州小は、R10 以降の受入れは増築
が必要となる可能性がある。 

  （H） 
 
 

編入児童数（見込） 児童クラブ入所児童数（見込） 
R7 R8 R9 R10 R11 R7 R8 R9 R10 R11 

守谷小 12 28 40 53 61 5 10 14 18 21 
郷州小 68 133 187 238 289 23 44 62 79 96 
御所ケ丘小 30 58 78 97 111 10 20 26 33 37 
松ケ丘小 6 9 17 20 28 3 4 6 7 10 
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（I） 

 
編入児童数（見込） 児童クラブ入所児童数（見込） 

R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 
守谷小 12 28 40 53 61 5 10 14 18 21 
郷州小 35 66 96 124 150 12 22 32 41 50 
御所ケ丘小 30 58 78 97 111 10 20 26 33 37 
松ケ丘小 6 9 17 20 28 3 4 6 7 10 

【学校活動への影響】 
 ・早退等への対応 
 ・学校行事実施の際の保護者駐車場 

【スクールバス】 
 ・バス発着所の確保 
 ・通学中のバス同乗者の確保 
 ・バス経費（約 500～1,000 万円／台・年） 
 ・確保必要便数 
 

（H） 
 R7 R8 R9 R10 R11 R14 

郷
州 

移動人数 68 133 187 238 289 511 
バス 大1・中1 大3 大4 大5 大6 大10 

御
所 

移動人数 29 56 75 94 109 172 
バス 大1 大1・中1 大1・中1 大2 大2・中1 大3・中1 

 
   （I） 

 R7 R8 R9 R10 R11 R13 
郷
州 

移動人数 35 66 96 124 150 302 
バス 大1 大1・中1 大2 大3 大3・中1 大6・中1 

御
所 

移動人数 29 56 75 94 109 172 
バス 大1 大1・中1 大1・中1 大2 大2・中1 大3・中1 
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（３）対策(1)②幹線道路区割 ＋ 対策(2)・C （松並青葉三・四丁目） 

  対象学年 対象地区新入生 
 

  該当校  対策(1)・②／守谷小学校・御所ケ丘小学校・松ケ丘小学校 
       対策(2)・C ／ 郷州小学校 

  通学経路（案） → モデルケース（１）と同じ 
 
  バスルート（案） → モデルケース（１）と同じ            

  移動結果 

 

 

 

 

 

  想定課題 
  【黒内小学校規模】 
   ・R8 年度まで 1300 人台、R12 年度まで 1000 人台が続き、R13 年度に 900 人台

と、直後の効果が低い。 

【受入校対応】 
  ・該当地区未就学児童に対しては、就学時健診や入学説明会等を通して、十分な学校

情報提供を実施する必要がある。 
  ・郷州小学校については、空調設備等の改修が必要となるほか、児童クラブ利用教室

の調整（場合により増築）が発生する。また、大型バス発着場所の確保が必要。 

【児童クラブ】 
  ・原則は移動先校の児童クラブ入所となるため、バス移動となる郷州小学校への迎

えが困難な保護者が出る可能性あり。 
  ・黒内小学校児童の児童クラブ利用率は全学年で 33％であることを踏まえ、各校利

用者見込み数は以下のとおり。受入れは放課後未利用教室で対応可能。 

 
編入児童数（見込） 児童クラブ入所児童数（見込） 

R7 R8 R9 R10 R11 R7 R8 R9 R10 R11 
守谷小 12 28 40 53 61 5 10 14 18 21 
郷州小 29 56 75 94 109 10 19 25 32 36 
御所ケ丘小 1 ２ 2 2 2 1 1 1 1 1 
松ケ丘小 6 9 17 20 28 3 4 6 7 10 
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【学校活動への影響】 
  ・早退等への対応 
  ・学校行事実施の際の保護者駐車場 

【スクールバス】 
  ・バス発着所の確保 
  ・通学中のバス同乗者の確保 

   ・バス経費（約 500～1,000 万円／台・年） 
   ・確保必要便数 

 R7 R8 R9 R10 R11 R14 
移動人数 29 56 75 94 109 172 

バス 大1 大1・中1 大2 大2 大2・中1 大3・中1 
 
 


